
！ 

！ 

！ 

！ 

煙式警報器 

1階建て 

2階建て 

寝室が１階のみ 寝室が2階のみ 寝室が1、2階のみ 

居室 居室 

台所 台所 居室 寝室 寝室 
階
段 

寝室 居室 

台所 居室 
階
段 

寝室 居室 

台所 寝室 
階
段 

※2

階
段 
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保
存
版 

№2

ご家庭に平成１８年６月１日から 

住宅用火災警報器等の設置が 
義務付けられます！ 《2月号からの連載です》 

ピーピー  
火事です！ 

皆さんの大切な生命を火災から守るため 

どこで購入すればよいですか？ 
住宅用火災警報器の取扱いは、一般的には①消防設備取扱店、②ホームセ
ンター、③電気店、④農協、⑤警備業者等で購入できます。 
新築、増改築の際は、ハウスメーカーや設計、施工会社等にご相談ください。 
購入の際は、日本消防検定協会の鑑定基準に合格したマーク「ＮＳマーク」が
付いているものを目安として購入してください。 
※ＮＳマーク：国が示す規格に合格し、品質を保証するものです。（注：消防署や市役所
が販売、斡旋することはありません。） 

火災警報器の値段の目安 
住宅用火災警報器の値段は、機種や機能等（警報方法、電池寿命等）により様々です。 
国産品のだいたいの目安は以下のとおりです。 
○５，０００円前後（火災をピーピーピーと音で知らせる）・電池寿命1、２年 
○１０，０００円前後（火災を音声「火事です・・・」で知らせる等）・電池寿命最大10年等長くなります。 
※今後低価格化が図られる見込みですので、詳しいことは販売店等にご相談ください。 
※悪質な訪問販売にご注意ください。 

警報器の日頃のお手入れや、交換時期は？ 
○ 定期的な点検  
1ヶ月に1回程度、本体の押しボタン又は引きひもで警報器が鳴るかどうか試験してください。なお、次の場合は、必
ず作動試験を行いましょう。 
①初めて設置したとき又は設置場所を変更したとき　②電池を交換したとき　③汚れなどの清掃をしたとき　④故
障や電池切れが疑われるとき　⑤長期間留守をしたとき  

○ 乾電池の交換について、電池の寿命は機種により様々ですが、最大でも10年です。電池の寿命がきたことを72時間以上音響
やランプ等で知らせてくれます。  

○ 警報器本体の交換  
警報器本体に交換期限を表示してありますので、表示された交換期限がきたら本体ごと交換してください。警報器本体の交換期

限は、機種にもよりますが最大で１０年くらいです。  

○ 警報器の廃棄については、生活ごみとして出す場合、本体と電池を分別して出してください。  
    ☆その他詳しいことは、警報器の取扱説明書に書いてありますので、必ずをお読みください。 

基本的な設置例 
      　　　：普段寝ている部屋に設置。（主寝室、子供寝室）　※来客時のみ就寝する部屋は設置不要 
   　　　   ：寝室がある階の階段に設置(1階などの避難階には設置不要)
寝　室 

階　段 



！ 

【各種グループや集落単位等で説明会等のご希望がありましたら、最寄の消防署へお気軽にご連絡ください。】 

3階建て 

寝室が１階のみ 寝室が2階のみ 

寝室が１、3階のみ 寝室が2、3階のみ 寝室が１、2、3階のみ 

寝室が3階のみ 寝室が１、2階のみ 

居室 居室 

居室 居室 

台所 寝室 
階
段 

※1

※2

居室 居室 

寝室 居室 

台所 居室 
階
段 

寝室 居室 

居室 居室 

台所 居室 

寝室 
居室 

居室 居室 

台所 寝室 

階
段 

寝室 
居室 

寝室 居室 

台所 居室 
階
段 

寝室 
居室 

寝室 
居室 

台所 寝室 
階
段 

居室 居室 

寝室 
居室 

台所 寝室 
階
段 

階
段 

※2※2

！ 

※3

居室 居室 寝室 

台所 居室 居室 居室 居
室 

居
室 

廊
下 

階
段
階
段 

階
段 ※３　一の階に警報器を設置しなければならない場所がなく（寝室

がなかった場合等）、その階に、7㎡(4畳半)以上の居室が5以

上ある場合は廊下にも設置。(廊下がない場合は階段に設置)

一の階に7㎡（4畳半）以上の寝室以外の居室が5以上ある場合 

○戸建住宅　  
○併用住宅  
  （住宅部分に限ります。）  
○共同住宅  
  （アパート、寄宿舎等で  
   共有部分は除きます。） 
※既にスプリンクラー設備、 自動
火災報知設備が設置 されて
いる場合は免除されます。 

警報器を設置する住宅 

★火災警報器に関する問合せ先 
 ○「住宅用火災警報器相談室」（財団法人日本消防設備安全センター内）  
  １　電話番号：０１２０－５６５－９１１（フリーダイヤル）  
  ２　受付時間：月曜日～金曜日午前9時から午後5時まで（土、日、祝日は休み）  
  ３　相談内容：住宅用火災警報器に関する個人からの一般的な相談で次に関すること。  
 ①販売、取付、取扱い、点検の方法、機能等に関することに対する回答  
 ②メーカー、販売店、消費生活センター等の必要な相談先の紹介 

○佐渡市消防本部・佐渡市中央消防署 予防課（q５２－３９４１・予防課直通q５２－３９９６）　      　　  

   佐渡市両津消防署 予防係 （q２７－３５５５）       　佐渡市相川消防署 予防係　（q７４－３１２４）         
   佐渡市南佐渡消防署 予防係 （q８８－３１１９）  
   ホームページ：http://www.e-sadonet.tv/̃fire119/    E メールアドレス：fire119@city.sado.niigata.jp

11

３階建て以上の設置例（階段に注目） 
※１　３階建て以上の住宅で、寝室が1階のみで、その階から２つ以上の階に就寝以外の居室がある場合の最上階の階段に設置 
※２　３階建て以上の住宅で、寝室がある階から２つ下の階の階段に設置。（その直上階の階段に警報器がある場合は設置不要） 

廊下に設置が必要な場合 
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乾
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

回
収
方
法
　
窓
口
等
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
使
用
済
み
乾
電
池
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
て
回
収
し
ま
す
。 

対
象
乾
電
池
　
使
い
き
り
電
池（
充
電
で
き
な
い
電
池
）…
…
単
１
か
ら
単
５
お
よ
び
角
形
９
Ｖ 

※
充
電
式
電
池
お
よ
び
ボ
タ
ン
電
池
は
回
収
の
対
象
外
と
な
り
ま
す 

（
買
い
替
え
時
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）。 

処
理
費
用
　
無
料 

佐渡トータルシステム　渡辺商会電気部　ナカデン　山下テレビ商会　
渡辺商店　Ａコープ加茂店　㈱アタラシヤ　オクノ電器　コンドウ電気
サービス　中京屋商店　やまざき電機商会　㈱太陽堂　北ラジオ店　
久保ラジオ商会　本田電機商会　（資）中川ラジオ店　両津無線電機販
売㈲　ムサシ両津店　セーブオン両津店　水津漁協　サイトウ電器　ス
ギヤマ電器　㈱かしわくらキングサンモール店　マツヤ両津店 

サトルデンキ　㈲曽我商店　㈲小山電気　セーブオン相川店　絹沢ラジ
オ店　山口電気　シミズ電気 

ムサシ佐和田店　マツヤ佐和田店　㈲仲嶋テレビサービス　㈲関川時
計店　㈲中堀時計店　㈲佐渡電機商会　パナ･コスモスナガシマ　㈱
小山電機商会　㈲コンドーシステム　鈴木ラジオ店　コメリ佐和田店　
セサミ佐渡店　式部商店　岡部電気 

ＪＡ佐渡吉井店　佐渡電化サービス　Ａコープ金井店　セーブオン金井
店　㈲横山電機　ジョーシンピットワン佐渡店　マツヤ金井店　㈱真電
佐渡支店　仲川電気店 

新穂電業　横田電気店　計良電気商会　山喜テレビ電気商会　㈲三
浦電気　コメリ新穂店　Ａコープ新穂店　青木ラジオ店 

セーブオン畑野店　Ａコープ畑野店　㈲駒形電機商会　嘉井電機店　
鈴木商店　朝井電化サービス 

ゴンデンカ　セーブオン真野店　池田屋商店　永井電器　Ａコープ真野
店　マツヤ真野店　㈲逸見無線商会　金子商店　朝日屋商店 

小木共栄電気　Ａコープ小木店　パナ･コスモスオキミヤ　中務商店　
ウスキ電気店 

ムサシＦＣ羽茂店　Ａコープ羽茂店　㈲昭和商会羽茂営業所　斉藤電
気商会　カサイ電化　中平電気 

ＪＡ委託川茂店　Ａコープ赤泊店　クズノデンキ　丸輪電機商会 

 

両津地区 
 

相川地区 
 

佐 和 田  
地 区  
 

金井地区 
 

新穂地区 
 

畑野地区 
 

真野地区 
 

小木地区 
 

羽茂地区 
 
赤泊地区 
 

使用済み乾電池取扱所 

上記取扱店および市役所・各支所・出張所・クリーンセンターで回収します。 

中
身
・
ラ
ッ
プ
類
を
取

り
除
き
、
水
で
洗
い
汚
れ

を
落
と
し
て
白
色
ト
レ
ー

回
収
店
の
出
し
方
に
従
っ

て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ

う
。 

 

Ａコープ加茂店　Ａコープ金井店　Ａコープ新穂店　Ａコープ畑野店　

Ａコープ真野店　Ａコープ羽茂店　マツヤ両津店　マツヤ佐和田店　

マツヤ金井店　マツヤ真野店　キング相川店　キング東大通店 

セサミ佐渡店 

ごみの減量に取り組もう！！ 『身近にできる事から始めよう。』 
 

佐
渡
市
で
は
４
月
１
日
か
ら
使
用
済
み
乾
電
池
の
分
別
回
収
を
始
め
ま
す
。

乾
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

白
色
ト
レ
ー
の 

リ
サ
イ
ク
ル
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い
！ 

 

「市報さど」１１月号から、市民の皆さんが日常生活の中でごみを減量するために簡単に取り組む

ことができることを紹介してきましたが、今回五回目がその最後となります。時代はごみを捨てる

時代から、ごみの発生を抑制しリサイクルする「循環型社会」の時代へと変遷しています。 

「循環型社会」を構築するためには、 

3Ｒ（スリーアール） 

・Ｒｅｄｕｃｅ リデュース （発生抑制・・・できるだけ、ごみは出さない。必要ないものは買わない、もらわない） 

・Ｒｅｕｓｅ リユース （再使用・・・まだ使えるものはごみにしないで、別の使い方を考える） 

・Ｒｅｃｙｃｌｅ リサイクル （再資源化・・・ごみとして捨てるのではなく、大切な資源としてリサイクルする） 

を実行することが必要です。 

３Ｒを実行するにあたって、私たち市民一人一人が意識を変えて取り組む必要があります。誰かがやってくれ

るという考えは捨てて、みんなで協力して循環型社会を形成していきましょう。 

白色トレー回収店 
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ト
キ 

野
生
復
帰
に
向
け
て 

”新
潟
大
学
ト
キ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
５
年
度
研
究
成
果
発
表
会
“ 

16 
 

第
一
部『
ト
キ
の
野
生
復
帰
計
画
の
進
行
状

況
と
地
域
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
』と
題
し
て
、
８
題

の
研
究
発
表
と「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
キ
ど
き
応
援

団
」「
佐
渡
高
校
生
物
部
」の
実
践
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
約
80
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
真

剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
ト
キ
交
流
会
館
横
の
実
験
田
で
収

穫
し
た
３
つ
の
異
な
る
栽
培
法（
慣
行
法（
化

学
肥
料
＋
除
草
剤
）・
特
別
栽
培
法（
化
学
肥

料
＋
除
草
剤
＋
有
機
肥
料
す
べ
て
１
／
２
）・

冬
季
湛
水
不
耕
起
有
機
栽
培
法
）で
収
穫
し

た
お
米
が
参
加
者
に
配
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
第
１
日
目（
18
日
）に
発
表
さ
れ

た
中
か
ら
２
題
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

『
新
穂
実
験
圃
場
に
お
け
る

　
　
　
コ
シ
ヒ
カ
リ
栽
培
法
の
比
較
』　

福
山
　
利
範
・
成
保
　
俊
一 

（
農
学
部
　
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
） 

ト
キ
放
鳥
に
向
け
て
え
さ
場
と
し
て
の
水

田
環
境
に
何
が
必
要
か
、
農
業
と
の
共
生
、
環

境
保
全
型
農
業
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
慣
行
法
・
特
別
栽
培
法
・
冬
季

湛
水
不
耕
起
有
機
栽
培
法
の
３
つ
の
農
法
を

比
較
検
討
し
た
研
究
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
内
容
は
、
草
丈
は
大
き
な
差
は
な
い
が
、

有
機
区
が
や
や
低
く
、
茎
数
は
特
裁
∨
慣
行

∨
有
機
の
順
。
精
玄
米
率
は
有
機
区
96
・
０
％
、

慣
行
区
95
・
９
％
、
特
裁
区
93
・
３
％（
1.8
㎜
篩
）

千
粒
重
量
は
有
機
区
21
・
６
ｇ
、
慣
行
区
20
・
９

ｇ
、
特
裁
区
20
・
４
ｇ
で
、
有
機
区
の
登
熟
の
良

い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
坪
刈
り
で
10
ア
ー
ル
収

量
を
推
定
す
る
と
、
特
裁
区
５
１
９
㎏
、
慣
行

区
４
５
５
㎏
有
機
区
４
３
５
㎏
。
雑
草
量
は
、

慣
行
区
、
特
裁
区
は
制
御
で
き
た
が
、
有
機
区

は
コ
ナ
ギ
、
オ
モ
ダ
カ
な
ど
が
大
量
発
生
し
、

手
取
り
で
除
草
を
４
回
行
っ
た
が
、
稲
が
欠
と

な
る
部
分
も
あ
っ
た
。 

結
果
と
し
て
、
雑

草
の
繁
茂
に
よ
り
有

機
区
の
収
量
は
減
少

し
た
が
、
冬
期
湛
水

お
よ
び
生
育
中
の
水

位
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

最
大
の
課
題
。
登
熟

性
は
有
機
区
が
最
も

優
れ
て
い
る
が
、
収
量
、
品
質
、
作
業
量
な
ど

を
総
合
す
る
と
、
特
裁
区
が
有
効
。
水
田
内
の

生
物
量
は
、
有
機
区
が
最
も
多
く
、
慣
行
区
は

少
な
か
っ
た
。
と
い
う
発
表
で
し
た
。 

ト
キ
の
え
さ
場
や
環
境
保
全
を
一
番
に
考

え
る
と
有
機
農
法
へ
の
移
行
は
、
必
要
な
も
の

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
農
業
者
の
労
働
力
や

経
済
性
等
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
慣
行
農
法

か
ら
特
別
栽
培
法（
減
農
薬
＋
有
機
農
法
）へ

と
徐
々
に
移
行
し
て
い
く
ほ
う
が
え
さ
場
の
拡

大
も
含
め
環
境
保
全
型
農
業
の
普
及
が
図
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
ト
キ
の
野

生
復
帰
を
機
会
に
環
境
保
全
型
農
業
の
飛
躍

的
な
普
及
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

『
佐
渡
に
お
け
る
ド
ジ
ョ
ウ
の

　
　
　
　
　
　
　
生
息
量
に
つ
い
て
』

安
実
　
千
智
・
三
沢
　
眞
一 

（
新
潟
大
学
農
学
部
） 

佐
藤
　
武
信 

（
新
潟
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
） 

ト
キ
の
野
生
復
帰
に
向
け
て
の
え
さ
場
の

水
田
の
栽
培
法
別
の
ド
ジ
ョ
ウ
の
生
息
量
を
把

握
す
る
目
的
で
、
ト
キ
野
生
順
化
施
設
周
辺

の
正
明
寺
３
枚
、
田
野
沢
中
流
域
４
枚
、
田
野

沢
上
流
域
３
枚
、
北
方
の
４
枚
と
計
14
枚
の
水

田
を
調
査
。
そ
の
結
果
、
栽
培
法
と
ド
ジ
ョ
ウ

の
生
息
数
に
は
関
係
は
な
く
、
す
べ
て
の
田
ん

ぼ
に
ド
ジ
ョ
ウ
が
見
ら
れ
た
。こ
の
こ
と
は
、
ド

ジ
ョ
ウ
は
農
薬
に
強
く
、
栽
培
法
に
は
関
係
な

く
、
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
魚
道
の
設
置
し
て
あ
る
水
田
で
は
、
魚

道
の
な
い
水
田
に
比

べ
1.6
倍
の
ド
ジ
ョ
ウ

が
確
認
で
き
、
魚
道

で
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ

り
多
く
の
ド
ジ
ョ
ウ

が
生
息
で
き
る
環
境

が
確
保
で
き
る
こ
と

も
分
か
り
ま
し
た
。

通
年
湛
水
し
て
い
る
調
整
水
田
で
は
、
春
と
秋

の
ド
ジ
ョ
ウ
数
は
変
わ
ら
ず
、
７
月
に
四
隅
に

万
遍
な
く
い
た
ド
ジ
ョ
ウ
も
11
月
の
調
査
で
は
、

湿
地
に
な
っ
て
い
た
一
カ
所
に
集
中
し
て
い
た

の
で
、
湿
地
環
境
を
な
く
さ
な
い
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
ト
キ
の
え
さ
場
と
し
て
水

田
を
利
用
す
る
に
は
、
栽
培
法
に
関
係
な
く
、

中
干
し
す
る
時
期
に
も
水
田
の
一
部
に
湿
地

帯（
江
）を
つ
く
る
か
、
魚
道
等
で
湿
地
や
水
路

と
つ
な
ぐ
こ
と
で
ド
ジ
ョ
ウ
の
逃
げ
場
を
確
保

で
き
、
中
干
し
以
外
の
時
期
は
湛
水
水
田
に
し

て
お
く
こ
と
で
最
適
な
え
さ
場
と
な
る
こ
と
が

よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。 

地
道
な
調
査
の
も
と
で
の
研
究
成
果
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
ト
キ
野
生
復
帰
に
向
け
て
、

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

こ
の
研
究
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

潟
大
学
ト
キ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

研
究
成
果
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

環
境
保
健
課
ト
キ
推
進
室 

　
　
　
　
　
　
q
２２
―
３
１
１
１ 

　
２
月
１８
日（
土
）・
１９
日（
日
）の
両
日
に
ト
キ
交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
『
新
潟
大
学
ト
キ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
０
５
年
度
研
究
成
果
発
表
会
』に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。こ
の
発
表
会
の
研
究

の
中
に
は
、「
佐
渡
市
ト
キ
野
生
復
帰
学
術
研
究
等
奨
励
補
助
金
」
の
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
た

研
究
が
８
件
あ
り
ま
す
。 

た
ん
す
い 

ほ 

ふ
る
い 

http://w
w
w
.agr.niigatau.ac.jp/tokipro/top.htm
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こ ち ら は 消 費 者 協 会 で す  

消
費
者
の
生
活
向
上
の
為
頑
張
り
た
い 新

潟
県
消
費
者
協
会
相
川
支
部 

　
戦
後
、
昭
和
30
年
後
半
か
ら
高
度
経
済
成

長
の
波
に
乗
っ
て
日
本
の
経
済
は
豊
か
に
な
り
、

消
費
者
は
お
金
を
出
せ
ば
何
で
も
手
に
入
る

時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
消
費

者
を
脅
か
す
様
々
な
問
題
も
山
積
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
昭
和
30
年
代
森
永
ヒ
素
ミ
ル
ク
中

毒
事
件
、
に
せ
牛
缶
事
件
。
40
年
代
果
実
飲
料

食
品
添
加
物
問
題
、
欠
陥
自
動
車
事
件
。
50

年
代
サ
ラ
金
問
題
、
食
品
添
加
物
問
題
。
60
年

代
豊
田
商
事
事
件
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
多
重
責
務
者

問
題
等
々
。
そ
の
た
び
に
消
費
者
は
声
を
大
に

し
て
行
政
や
業
者
に
訴
え
、
問
題
解
決
策
を

要
求
し
続
け
て
来
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

行
政
は
消
費
者
を
重
視
し
始
め
、
消
費
者
の

要
求
を
無
視
で
き
ず
に
様
々
な
難
問
に
苦
慮

し
、「
消
費
者
行
政
」と
い
う
言
葉
ま
で
誕
生

し
ま
し
た
。
昭
和
41
年
、
県
は
、
社
会
保
障
の

充
実
を
県
政
の
重
点
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
経
済

路
線
か
ら
大
転
換
を
は
か
り
消
費
者
行
政
を

大
き
く
前
進
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
消

費
者
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
商
品
テ
ス
ト
、
消

費
者
相
談
、
教
育
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
置
き
、

種
々
の
解
決
と
そ
の
事
実
を
県
民
に
提
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
者
の
問
題
は
行
政
だ
け

で
は
対
応
し
切
れ
ず
、
各
分
野
で
の
役
割
展
開

の
重
要
性
を
認
識
し
、
民
間
機
関
と
し
て
消

費
者
協
会
の
設
立
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。 

　
昭
和
42
年
、
新
潟
県
消
費
者
協
会
が
設
立
。 

「
生
活
の
向
上
は
消
費
者
自
身
の
向
上
に
あ
る
」

と
の
理
念
を
基
本
方
針
に
消
費
者
生
活
の
安

定
と
向
上
を
目
指
し
活
動
し
て
き
た
も
の
で
す
。 

　
昭
和
49
年
、
相
川
に
も
消
費
者
協
会
が
設

立
。
支
部
長 

故 

山
本
ミ
ヨ
シ
先
生
の
迅
速
な

主
眼
で
両
津
に
次
ぎ
佐
渡
で
２
番
目
と
早
い

出
だ
し
で
し
た
。
会
員
１
２
０
名
〜
１
３
０
名

に
及
ぶ
多
勢
な
協
会
に
膨
ら
み
、
支
部
長
も

代
を
変
え
な
が
ら
協
会
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
が
、
平
成
６
年
様
々
な
苦
難
の
末
、
県

消
費
者
協
会
か
ら
脱
会
し
ま
し
た
。 

　
平
成
16
年
、
佐
渡
市
の
誕
生
に
相
ま
っ
て
再

度
相
川
支
部
が
設
立
。
す
で
に
昭
和
６
０
年
代

か
ら
の
物
の
豊
か
さ
は
充
た
さ
れ
、
心
の
豊
か

さ
を
求
め「
自
立
し
た
消
費
者
」が
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々

複
雑
多
様
化
さ
れ
、
環
境
問
題
を
始
め
国
際

化
、
高
齢
化
、
情
報
化
、
技
術
開
発
等
々
と
め

ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
私
た

ち
消
費
者
は
物
事
の
本
質
を
謝
り
な
く
判
断

で
き
る
賢
い
消
費
者
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、
県
や
市
の
研
修

等
に
参
加
し
な
が
ら
相
川
支
所
、
市
民
の
援

助
を
受
け
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
当

初
は
20
名
だ
っ
た
会
員
も
36
名
に
増
え
、
歴
史

あ
る
相
川
の
観
光
産
業
、
地
元
の
農
・
漁
・
商

業
等
と
関
わ
り
な
が
ら
消
費
者
の
生
活
向
上
、

市
の
活
性
化
に
ど
う

役
立
っ
て
い
け
る
か
、

会
員
一
同
一
歩
ず
つ
期

待
に
添
え
る
相
川
支

部
消
費
者
協
会
を
建

設
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

  

初
期
消
火
・
人
命
救
助
に
対
す
る 

感
謝
状
の
授
与 

 

新
潟
県
統
計
協
会
統
計
功
労
者
表
彰 

市
内
か
ら
９
名
が
受
賞 

 

２
月
９
日（
木
）、
佐
渡
地
域
振
興
局
農
林

水
産
振
興
部
・
農
地
庁
舎
職
員
お
よ
び
新
穂

商
工
会
の
皆
さ
ん
へ
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
１
月
16
日（
月
）に
、
農
地
庁
舎

の
職
員
の
方
が
、
新
穂
瓜
生
屋
で
発
生
し
た

住
宅
火
災
を
発
見
・
通
報
す
る
と
と
も
に
、

新
穂
商
工
会
の
職
員
と
あ
わ
せ
て
30
人
余
り

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
初
期
消
火
に
あ
た
り
、

さ
ら
に
火
災
現
場
に
倒
れ
て
い
た
住
民
の
方

を
救
出
し
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る

活
躍
に
対
す
る
も
の
で
す
。 

勇
気
あ
る
行
動
に
大
変
感
謝
し
ま
す
。 

 

統
計
調
査
員
と
し
て
の
長
年
の
尽
力
を
認

め
ら
れ
、
市
内
か
ら
９
名
の
方
が
、
新
潟
県

統
計
協
会
統
計
功
労
者
表
彰（
県
統
計
協
会

総
裁
表
彰
）を
受
け
ま
し
た
。
１
月
18
日（
水
）

に
朱
鷺
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
新
潟
県
統
計
大

会
に
て
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。 

石
塚
　
啓
子
さ
ん（
小
木
地
区
） 

遠
藤
　
誠
　
さ
ん（
真
野
地
区
） 

遠
藤
　
泰
勇
さ
ん（
真
野
地
区
） 

菊
池
　
直
美
さ
ん（
両
津
地
区
） 

齊
藤
　
忍
　
さ
ん（
両
津
地
区
） 

佐
藤
　
嘉
男
さ
ん（
両
津
地
区
） 

真
藤
　
信
子
さ
ん（
佐
和
田
地
区
） 

土
屋
　
雅
子
さ
ん（
佐
和
田
地
区
） 

藤
浪
　
敏
雄
さ
ん（
両
津
地
区
） （

50
音
順
） 
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【
４
月
か
ら
の
国
民
年
金（
定
額
）保
険
料
に
つ
い
て
！
】 

 

　
問
い
合
わ
せ
先 

市
民
課
　
国
民
年
金
係 

q
63
―
５
１
１
２ 

各
支
所
市
民
課
　
国
民
年
金
担
当
係 

ま
た
は 

新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所 

q
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
１ 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

q
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５ 

（
年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談
） 

q
０
５
７
０
―
07
―
１
１
６
５ 

（
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
相
談
） 

 

平
成
１８
年
度 

　
国
民
年
金
（
定
額
）
保
険
料 

　
月
額
　
１
万
３
８
６
０
円 

  
 

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間

が
あ
る
と
、
老
後
の
支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年

金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
も
し
も
の
と
き
の
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

 ★
保
険
料
の
納
付
方
法
 

①
納
付
書
に
よ
る
現
金
払
い

　
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
等
の
窓
口
で
直
接
納
め

る
方
法
 

②
口
座
振
替

　
金
融
機
関
や
郵
便
局
等
で
手
続
き
を
し
て
、

指
定
し
た
預（
貯
）金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
し
を
す
る
方
法
 

※
納
め
た
保
険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
と
き
に
申
告
す
れ
ば
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

 ◎
保
険
料
を
前
納
と
し
た
場
合
、 

口
座
振
替
が
納
付
書
に
よ
る
現
金
払
い

よ
り
お
得
で
す
 

　
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
社
会
保
険
事
務

所
で
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

希
望
す
る
人
は
、
新
潟
西
社
会
保
険
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
既
に
口
座
振
替
で
前
納
の
申
し
込
み
を
し

て
い
る
人
は
、
あ
ら
た
め
て
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
 

 ◎
月
々
の
口
座
振
替
は
、早
割
が
お
得
で
す
 

　
通
常
の
口
座
振
替（
当
月
保
険
料
の
翌
月
末

引
き
落
と
し
）は
定
額
保
険
料
で
す
が
、
口
座

振
替
を
早
割（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
き

落
と
し
）に
す
る
と
、
50
円
が
割
引
に
な
り
ま

す
。
 

　
な
お
、
保
険
料
の
半
額
免
除
の
承
認
を
受

け
て
い
る
人
の
口
座
振
替
は
、
通
常
の
口
座
振

替
で
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す（
早
割
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
）。
 

　
口
座
振
替
の
申
込
用
紙
は
、
社
会
保
険
事

務
所
な
ど
に
請
求
す
る
か
、
社
会
保
険
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　http://w
w
w
.sia.go.jp/ 

  

平成１８年度　国民年金（定額）保険料の前納額 

現金 
払い 
 
口座 
振替 
 

1年間の保険料 
（毎月払いのと比較） 

163,370円 
（2,950円割引） 

162,830円 
（3,490円割引） 
5月1日に振替 

 

6か月間の保険料 
（毎月払いのと比較） 

82,480円 
（680円割引） 

82,220円 
（940円割引） 

5月1日と10月31日に振替 
 

※現金で毎月納めた場合の保険料
　 １年間の保険料 166,320円

６か月間の保険料 83,160円

４月に申し込みをした場合 

４月分保険料 

13,860円 

５月分（割引） 

13,810円  
 

６月分（割引） 

13,810円 
 

７月分（割引） 
13,810円  

2か月分 
（5月末） 
引き落とし 
 
 
 

6月末 
引き落とし 

 

7月末 
引き落とし 

 

★平成１８年度　心配ごと相談（法律相談）日程について 
心配ごと相談所では、近年、専門的な相

談が増えてきていることから、弁護士による
相談を左記の日程で行います。相談料は無
料です。相談の内容・個人等の秘密は固く
守られます。 
事前に予約が必要となりますので、相談

を希望される方はお近くの佐渡市社会福祉
協議会の各支所窓口までお申し込みください。 

※定員になり次第締め切らせていただきます。相
談時間は１人あたり３０分です。 

問い合わせ先佐渡市社会福祉協議会 各支所窓口 
 

相談日 相談時間 会　　場 対象地区
4月25日（火）10：00～15：00 両津総合福祉センターしゃくなげ 両津
5月22日（月）10：00～15：00 あいかわ開発総合センター 相川
6月26日（月）10：00～15：00 佐渡中央会館 佐和田・金井
7月25日（火）10：00～15：00 真野老人福祉センター寿楽荘 新穂・畑野・真野
8月25日（金）11：00～15：00 小木多目的集会施設（あゆす会館） 小木・羽茂・赤泊
9月25日（月）10：00～15：00 両津総合福祉センターしゃくなげ 両津

10月16日（月）10：00～15：00 あいかわ開発総合センター 相川
11月27日（月）10：00～15：00 金北の里 佐和田・金井
12月15日（金）10：00～15：00 新穂地区公民館 新穂・畑野・真野

3月26日（月）11：00～15：00 赤泊福祉保健センターやすらぎ 小木・羽茂・赤泊
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各課からの お 知 ら せ  

国
保
に
加
入
す
る
と
き
 
国
保
を
や
め
る
と
き
 

そ
　
の
　
他
 

こ ん な と き 届出に必要なもの 
 他の市町村から転入したとき 他の市町村の転出証明書※１ 

職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめたことを証明するもの※１ 

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者でなくなったことを証明するもの※１ 

子どもが生まれたとき 保険証、印鑑 

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書※１ 

外国人が加入するとき 外国人登録証明書※１ 

他の市町村に転出するとき 保険証※2 

職場の健康保険に入ったとき 国保と職場の両方の保険証※2 
職場の健康保険の被扶養者になったとき 職場の保険証が未交付のときは加入したことを証明するもの 

国保の被保険者が死亡したとき 保険証、印鑑※2 

生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書※2 

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書※2 

退職者医療制度の対象になったとき 保険証、年金証書、印鑑※2 

市内で住所が変わったとき 
保険証※2 世帯主や氏名が変わったとき  

世帯分離・合併したとき  

出稼ぎや長期旅行に行くとき 保険証、印鑑 

修学のため、他の市町村に住むとき 保険証、印鑑、在学証明書または学生証 

 ※１　同一世帯に既に国保加入者がいる場合は、国保の保険証も必要です。 
※２　７０歳以上の人（老人保健対象者は除く）は高齢受給者証も必要です。 
 国保の届出が遅れると 
①加入の届出が遅れると・・・ 
　国保の資格が発生した月までさかのぼって国保税を納めなければなりません。また、保険証がな
い期間の医療費はいったん全額自己負担になる場合があります。 
②やめる届出が遅れると・・・ 
　資格がなくなったのに国保の保険証を使って診療を受けた場合、国保が負担した医療費を後で
返してもらうことになります。 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
 

 異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
 

 　３月
〜
４
月
は
、進
学
、就
職
、退
職
な
ど
で
転
入
転
出
を
す
る
人
が
多
い
時
期
で
す
。
国
民
健

康
保
険（
国
保
）に
加
入
し
た
り
、や
め
た
り
す
る
と
き
は
、届
出
が
必
要
で
す
の
で
、世
帯
主
は
、世

帯
で
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
１４
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  

★
退
職
者
医
療
制
度
 

長
い
間
、
会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
め
て
退

職
し
た
人
は
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
あ
て
は

ま
る
場
合（
ま
た
、
そ
の
被
扶
養
者
で
①
お
よ

び
②
に
あ
て
は
ま
る
場
合
）は
退
職
者
医
療

制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
 

②
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人
 

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
老
齢

（
退
職
）年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
で
、
そ

の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、
も
し
く
は

40
歳
以
降
10
年
以
上
あ
る
人
 

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
は
一
般
国

保
と
同
じ
で
す
が
、
退
職
者
医
療
制
度
で
は

本
人
の
自
己
負
担
と
保
険
税
の
ほ
か
に
、
職

場
の
健
康
保
険
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
の
に
届
出
を
し
な
い
で
い
る
と
、
拠
出

金
が
負
担
す
る
医
療
費
分
ま
で
国
保
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
国
保

税
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
対
象
と
な
っ
た
ら

速
や
か
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
14
日
以
内

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

必
要
な
も
の
　
年
金
証
書
、
保
険
証
、
印
鑑
 

 
★
学
生
用
保
険
証
 

修
学
の
た
め
に
親
元
を
離
れ
居
住
す
る

と
き
は
、
世
帯
の
保
険
証
と
は
別
に
保
険
証

を
交
付
し
ま
す
の
で
必
要
な
場
合
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
交
付
さ
れ
て
い
る
人

も
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
印
鑑
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
 

現
在
　

保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人

が
学
校
を
卒
業
し
た
と
き
は
　
保
険
証
非

該
当
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

○
会
社
に
就
職
す
る
…
会
社
の
健
康
保

険
に
加
入
し
ま
す
。
 

○
就
職
し
な
い
…
…
…
住
所
地
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す（
住
民
票
を
異
動
し
て
い
る
場
合
）。
 

 
★
遠
隔
地
保
険
証
 

出
稼
ぎ
や
旅
行
な
ど
で
一
定
の
期
間
住
所

を
離
れ
る
と
き
は
、
世
帯
の
保
険
証
と
は
別

に
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
必
要
な
場

合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
印
鑑
 

 ●
届
出
、
申
請
手
続
き
は
市
役
所
本
庁
ま

た
は
各
支
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓

口
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

◇
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
人
ま

た
は
県
単
医
療
受
給
者
は
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
が
必

要
で
す
。
担
当
窓
口
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
 必

要
な
も
の
　
受
給
者
証（
老
人
ま
た
は

県
単
）、
新
し
い
保
険
証
、
印
鑑
 

 
※
届
出
の
際
に
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

身
分
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証

等
）を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

学 

学 

問い合わせ先　市役所市民課　国民健康保険係　q63-5112　または各支所　国民健康保険担当係
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異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
 

 

　このたび、フィリピンで発生した地滑りは死者・行方不明者が1000人以上にも上ると
伝えられる甚大な被害をもたらしました。本県では、一昨年の中越大震災の際に、世界
中の多くの国から多大なご支援をいただき、被災者をはじめとする全県民が復興への
勇気を取り戻すことができました。今回、人道的立場から、広く県民の皆さんに呼びか
けて募金を行い、被災者の救援や被災地の復興に役立てていただくことといたしました。
多くの皆さんのご協力をお願います。 
募集期間　４月21日（金）まで 
 

フィリピン地滑り被災者救援のための県民募金のお願い 
 

じんぼ
払込先 口 座 名 フィリピン地滑り被害新潟県民募金事務局 

　　　　　　　　　代表　神保和男 

 口座番号 第四銀行県庁支店　普通預金口座１２６９２４４ 
 北越銀行県庁支店　普通預金口座２５１３５６ 
 大光銀行新潟支店　普通預金口座３０００９２３ 
 （※銀行窓口からお振込みください。振込手数料は、同一銀行の支店から振り込む場合は無料です。） 

かずお

 
 

   　
負
担
能
力
に
応
じ
て
限
度
額
を
設
定
し
た

上
で
、
利
用
者
の
１
割
負
担
を
基
本
と
し
、
国

民
全
体
で
制
度
を
支
え
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、

併
せ
て
き
め
細
や
か
な
軽
減
措
置
を
講
じ
ま
す
。
 

①
原
則
は
１
割
負
担
で
す
が
、
ど
の
方
で
も
負

担
が
増
え
過
ぎ
な
い
よ
う
、
上
限
額
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
所
得
の
低
い
方
に
は
よ

り
低
い
上
限
を
設
定
し
ま
す
。
 

②
同
じ
世
帯
で
他
に
も
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
方
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

を
併
せ
て
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
そ

の
合
算
額
が
①
を
超
え
な
い
よ
う
に
負
担

額
を
軽
減
し
ま
す
。
 

③
入
所
施
設（
20
歳
以
上
）や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
利
用
す
る
場
合
、
資
産
が
３
５
０
万
円

以
下
で
あ
れ
ば
、
個
別
に
減
免
し
ま
す
。
 

・
収
入
が
6.6
万
円
ま
で
な
ら
負
担
は
０
円
で
す
。
 

・
収
入
が
6.6
万
円
を
超
え
て
も
、
超
え
た
収

入
の
半
分
を
上
限
額
と
し
ま
す
。
 

・
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
の
方
に
つ

い
て
は
、
6.6
万
円
を
超
え
た
収
入
が
年
金

や
工
賃
等
の
収
入
で
あ
れ
ば
、
超
え
た
分
の

15
％
を
上
限
額
と
し
ま
す
。
 

④
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
人
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
①
の
上
限
額
を

半
額
に
し
ま
す
。
 

　（
資
産
が
３
５
０
万
円
以
下
の
方
等
） 

・
低
所
得
１
　
１
万
５
０
０
０
円
↓
７
５
０
０
円
 

・
低
所
得
２
　
２
万
４
６
０
０
円
↓
１
万
２
３
０
０
円
 

　（
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
 

　
２
万
４
６
０
０
円
↓
７
５
０
０
円
） 

⑤
利
用
者
負
担
を
行
う
こ
と
に
よ
り
生
活
保

護
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は
、
生
活
保
護

に
該
当
し
な
く
な
る
ま
で
負
担
額
を
引
き

下
げ
ま
す
。
 

施
設
サ
ー
ビ
ス
の

食
費
・
光
熱
水
費
に
つ
い
て

　
実
費
全
額
の
自
己
負
担
を
原
則
と
し
ま
す

が
、
各
種
の
軽
減
措
置
を
講
じ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先

　
　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係
 

　
　
　
q
63
―
５
１
１
３
 

    　
知
的
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
が
利

用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、
金
井

地
区
に
４
月
に
開
所
す
る
予
定
で
す
。
利
用
さ

れ
る
方
が
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
者
　
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
知
的
ま
た

は
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
 

定
員
　
20
名
 

利
用
日
時
　
月
〜
土
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
 

休
業
日
　
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
と
年
末
年
始
 

基
本
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

　
趣
味
な
ど
の
文
化
的
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
機
能
訓
練
や
社
会
適
応
訓
練
の
ほ
か
、

更
生
相
談
や
介
護
方
法
の
指
導
な
ど
 

選
択
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

　
送
迎
、
入
浴（
特
殊
浴
槽
を
含
む
）、
昼
食
の

提
供
　
※
別
途
利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
 

　
利
用
の
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
先

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
準
備
室
 

　
　
q
63
―
３
８
５
８
 

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係
 

　
　
q
63
―
５
１
１
３
 

  　
市
で
は
重
度
身
体
障
害
者
等
の
お
宅
を
訪

問
し
、
訪
問
入
浴
車
の
浴
槽
を
使
用
し
て
の
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
宅
で
の

入
浴
が
困
難
な
65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
等

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
次

の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
　
社
会
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係
 

　
　
q
63
―
５
１
１
３
 

     

福祉 
健康 

 
 

知
的
障
害
者
・
身
体
障
害
者
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
所
の
お
知
ら
せ
 

 

重
度
身
体
障
害
者
等
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
 

 

あ
な
た
の
利
用
者
負
担
は
 

こ
う
な
り
ま
す（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
） 

★定率負担の月額負担上限額 

37,200円

24,600円

15,000円

0円

障
害
者
自
立
支
援
法
情
報
②
 

一般
（市民税課税世帯）  

低所得２
（市民税非課税世帯：世帯３人であれば障害
基礎年金１級を含めおおむね年収３００万円
以下の方）  

低所得１
（市民税非課税世帯で障害者の収入が年収 
８０万円「障害基礎年金２級相当額」以下の方）

 生活保護
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各課からの お 知 ら せ  

お知 
らせ 

 
 

 
■
後
稲
葉
住
宅（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
、畑
野

地
区
）

○
所
在
地
　
畑
野
甲
６
２
７
番
地
２
 

○
規
格
　
木
造
２
階
建
て
、
２
Ｄ
Ｋ（
和
室
６

畳
×
２
、
Ｄ
Ｋ
）、
平
成
13
年
度
建
設
 

○
募
集
戸
数
　
１
戸
 

○
家
賃
　
月
額
２
万
４
０
０
０
円
 

入
居
資
格
 

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
か
、

住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公
租
公
課（
市

税
等
）を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
 

②
同
居
す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
い
る

こ
と
 

③
収
入（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）の
月
額
が

　 20
万
円
以
上
 

　　 60
万
１
０
０
０
円
以
下
で
、
自
ら
居
住
す
る

た
め
に
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
 

（
中
堅
所
得
者
層
が
対
象
） 

◎
申
し
込
み
方
法
　
畑
野
支
所
産
業
建
設
課

へ
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

◎
申
込
期
限
　
３
月
31
日（
金
）午
後
５
時
 

◎
入
居
可
能
日
　
４
月
中
旬
 

　
入
居
に
際
し
て
は
、
保
証
人
と
敷
金（
家
賃

の
３
か
月
分
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
畑
野
支
所
 
産
業
建
設
課
 
建
設
係
 

　
　
q
66
―
３
１
１
１
 

  
  佐

渡
に
は
多
岐
に
わ
た
り
優
れ
た
人
材
が

大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
市
内
の
小
中
学
校
で
行

わ
れ
て
い
る「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
講

師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

も
学
校
に
講
師
等
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
よ
り
詳
し
い
人
材

リ
ス
ト
と
し
て「
総
合
学
習
支
援
人
名
録
」（
仮

題
）を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
工
芸
、
昔
の
道
具
作
り（
わ
ら
じ

作
り
等
）、
そ
の
他
諸
々
の
分
野
に
お
い
て
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
登
録
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
所
定
の
登

録
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
教
育

委
員
会
　
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
登
録
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
お
よ
び
教

育
委
員
会
各
事
務
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
）。
 

締
め
切
り
　
３
月
末
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
佐
渡
市
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
 

　
学
事
指
導
係
　
q
23
―
４
８
９
８
 

 

 佐
和
田
支
所
で
は
、
多
く
の
人
か
ら
野
菜

や
花
を
栽
培
し
て
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
お
楽
し
み
農
園
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
野
菜
や
花
の
栽
培

に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

○
八
幡
地
区
お
楽
し
み
農
園

場
所
　
八
幡
地
内
 

使
用
期
間
　
平
成
18
年
４
月
〜
20
年
３
月

31
日
 

使
用
面
積
　
１
区
画
当
た
り
31
㎡
〜
36
㎡

（
区
画
に
よ
っ
て
面
積
が
違
い
ま
す
） 

使
用
料
　
年
間
１
㎡
当
た
り
１
０
０
円
 

○
長
木
地
区
お
楽
し
み
農
園

場
所
　
長
木
地
内
 

使
用
期
間
　
平
成
18
年
４
月
〜
19
年
３
月

31
日（
平
成
19
年
度
以
降
は
３
年
間
と

な
り
ま
す
） 

使
用
面
積
　
１
区
画
当
た
り
40
㎡
 

使
用
料
　
年
間
１
㎡
当
た
り
80
円
 

（
１
区
画
３
２
０
０
円
） 

申
込
期
限
　
平
成
18
年
３
月
31
日（
金
） 

　（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

申
込
方
法
 
佐
和
田
支
所
産
業
課
に
申
込
用

紙
が
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
佐
和
田
支
所
　
産
業
課
 
 
農
政
係
 

　
　
q
57
―
８
１
２
０
 

 

佐
渡
市
「
総
合
学
習
支
援
人
名
録
」
 

（
仮
題
）の
作
成
に
つ
い
て
 

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
 

 

八
幡
地
区
・
長
木
地
区
お
楽
し
み
 

農
園
入
園
希
望
者
の
募
集
に
つ
い
て
 

あ
な
た
も
野
菜
や
花
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

 

アミューズメント佐渡では、ベートーヴェ
ン歓喜の歌「第九」の合唱練習を行って
います。初心者からベテランまで大いに
歓迎します。 
練習日　月３回程度　４月～１２月 
年会費　新規入会１万円・継続9,000円 
（ドイツ語譜面代込み） 
講師　葉梨　敦子先生（新穂在住） 
参加者が２０人以下の場合は中止します。 
申込・問い合わせ先
　アミューズメント佐渡　q52-2001

歌うことの好きな方ならどなたでも
参加できます。 
講師　飯野　淳也先生 
　　　（元東邦音大教授） 
ヴォイストレーナー
　　　田上　薫先生（国立音大卒） 
練習日　月４回程度（土・日） 
年会費　２万円 
申込・問い合わせ先
　アミューズメント佐渡　q52-2001

３月18日（土）
　①１５：４０～１８：１０ 
　②１８：３０～２１：００ 
３月19日（日）
　③１８：３０～２１：００ 
前売り(全席自由) 
一般1,500円(当日1,700円)　 
学生　900円(当日1,000円) 
※アミューズメント佐渡及び島内プレ
イガイドで販売中。 

 

「第九」合唱団員募集！ 
 

アミューズメント合唱団会員募集 
（女声合唱団） 

話題の最新映画上映決定！ 

男たちの大和／YAMATO 
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春の火災予防運動実施 
統一標語　「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」 

○刑法犯の件数は増加傾向に歯止めがかかり、前年より約1割の減少となった。○佐渡市で発生した犯罪のうち62.2％が窃盗
犯である。○振り込め詐欺は35件発生し、被害総額は約2,000万円に上る。○交通事故は、発生件数、死者ともに減少した。○
死亡事故被害者の5人が歩行、横断中の高齢者であった。○高齢者がかかわる交通事故が全体の約4割に上った。 

○住宅防火いのちを守る7つのポイント 

 刑法犯認知件数 窃盗犯総数 交通事故件数 交通事故死者 交通事故負傷者 
 17年 前年比 増減率 17年 前年比 増減率 17年 前年比 増減率 17年 前年比 増減率 17年 前年比 増減率 
佐渡市全体 534 -60 -10.1 332 -74 -18.2 269 -12 -4.3 6 -4 -40.0 354 -23 -6.1 
佐渡西警察署管内 421 -55 -11.6 263 -61 -18.8 206 +3 +1.5 5 -4 -44.4 279 +9 +3.3 
佐渡東警察署管内 113 -5 -4.2 69 -13 -15.9 63 -15 -19.2 1 ±0 ±0 75 -32 -29.9 
新潟県内 28,174 -3,217 -10.2 20,620 -2,860 -12.2 14,948 +248 +1.7 187 -40 -17.6 18,784 +300 +1.6 
 

平成17年中の佐渡市の犯罪および交通事故概況 

火事・救急・救助は局番なしの１１９　佐渡市消防本部　q５２‐３９４１ 

 建物 林野 車両 船舶 その他 件数 
中　央 17 1 1 　 7 26 
両　津 2 2 　 　 4 8 
相　川 5 1 1 　 　 7 
南佐渡 3 　 　 　 1 4 
合　計 27 4 2 0 12 45 
 

４月１日（土）～７日（金） 

3つの週間 
 

4つの対策 

・寝たばこは絶対やめる 
・ストーブは、燃えやすい
ものから離れた位置で
使用する 
・ガスこんろなどのそば
を離れるときは、必ず火
を消す。 

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する。 
・寝具や衣類からの火災を防ぐために
防炎製品を使用する。 
・火災を小さいうちに消すために、住
宅用消火器を設置する。 
・お年寄りや身体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる 

○林野火災に注意！ 
　これからの季節、空
気が乾燥し強風の日も
多くなることから、毎年
３月から５月にかけて林野火災が急増し
ています。火の取り扱いには十分注意し
てください。 
 

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
汚
水

を
処
理
す
る
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
設
備
で
す
。

そ
の
使
い
方
や
維
持
管
理
を
適
正
に
行
わ
な

い
と
、
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
汚
れ
た
水
が
流

れ
出
し
た
り
し
て
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
設
置
し
て
快
適
な
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
自
己
の
設
置
し
た
浄
化
槽

に
関
し
て
は
責
任
を
持
ち
、
地
域
の
生
活
環
境

の
保
全
・
公
衆
衛
生
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

 浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
お
宅
で
は
、浄
化

槽
法
に
よ
り
、定
期
的
に
①
保
守
点
検
②

清
掃
③
法
定
検
査
を
行
う
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
 

①
保
守
点
検
に
つ
い
て（
浄
化
槽
の
機
械
類
の

点
検
、補
修
や
消
毒
剤
の
補
給
等
を
行
い
ま

す
） 

　
浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の
タ
イ
プ
に

応
じ
た
定
期
的
な
保
守
点
検
が
必
要
で
す
。

保
守
点
検
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
委
託

契
約
を
結
ん
で
お
け
ば
、
定
期
的
に
実
施
し
て

も
ら
え
る
の
で
、
面
倒
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

②
清
掃
に
つ
い
て（
浄
化
槽
に
溜
ま
っ
た
汚
泥

や
固
形
物
を
除
去
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
） 

　
浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１
回（
全
ば
っ

気
方
式
の
浄
化
槽
に
あ
っ
て
は
６
か
月
ご
と
に

１
回
以
上
）浄
化
槽
の
清
掃
を
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
の
許
可
を
受
け
て
い
る
清

掃
業
者
に
清
掃
を
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
法
定
検
査
に
つ
い
て（
設
置
状
況
や
管
理
状

況
の
確
認
お
よ
び
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
） 

（１）
　
７
条
検
査（
主
に
設
置
状
況
を
見
ま
す
） 

　
設
置
後
、
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
始

め
た
こ
ろ（
使
用
開
始
３
か
月
か
ら
８
か
月

の
間
）に
実
施
し
、
初
期
の
機
能
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。
 

（２）
　
11
条
検
査（
主
に
使
用
・
管
理
状
況
を
見

ま
す
） 

　
７
条
検
査
の
翌
年
以
降
、
毎
年
１
回
、
浄
化

槽
が
適
正
に
管
理
さ
れ
、
正
常
に
機
能
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。
20
人

槽
以
下
の
浄
化
槽
は
、
平
成
18
年
２
月
１
日
か

ら
検
査
内
容
と
方
法
の
一
部
が
変
更
に
な
り
、

検
査
料
金
は
３
７
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
21
人

槽
以
上
の
浄
化
槽
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。
 

○
法
定
検
査
の
申
し
込
み
は
、
新
潟
県
知
事

が
指
定
す
る
次
の
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
保
守
点
検
業
者
へ
依
頼
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

財
団
法
人

新
潟
県
環
境
衛
生
研
究
所

佐
渡
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
q
55
―
２
８
１
９
 

　
詳
し
く
は
、
 

　
佐
渡
保
健
所
 

　
環
境
セ
ン
タ
ー
 

q
74
―
３
４
２
８
ま
た

は
お
住
ま
い
の
地
区
の

水
道
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

   

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ
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　人気テレビ番組「開運なんでも鑑定団」の出
張鑑定の収録が開催されます。 
　当日席もごさいますので、お誘い合わせのうえ
ご来場くださいますようお願いします。 
収録日：３月２５日（土）／開場：午後０時１５分／開
演：午後１時／会場：アミューズメント佐渡大ホール 

・入場はがきをお持ちの方を優先します。 
・入場者多数の場合は入場をお断りすることがあります。 

佐渡市合併２周年記念 
「出張！なんでも鑑定団in佐渡」 

 

　市役所　観光商工課　q63‐5116

注

お知 
らせ 

 
 

 【
水
泳
教
室
】

期
間
　
平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年
３
月（
１

期
・
２
期
・
３
期
） 

募
集
教
室

・
児
童
水
泳
教
室
▽
初
級（
週
１
回
）・
中
級

（
週
２
回
）・
上
級（
週
３
回
）／
各
コ
ー
ス
定

員
15
名
　
▽
か
っ
ぱ（
短
期
修
了
コ
ー
ス
）

／
定
員
40
名
、
 

・
成
人
水
泳
教
室
▽
ス
ト
リ
ー
ム（
昼
）／
定

員
15
名（
週
１
回
コ
ー
ス
）　
▽
ア
ダ
ル
ト

（
夜
）／
定
員
15
名（
週
１
回
コ
ー
ス
） 

・
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
▽
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

（
昼
）／
定
員
15
名（
週
１
回
コ
ー
ス
） 

受
講
料
　（
各
期
６
０
０
０
円
〜
８
０
０
０
円
） 

※
各
教
室
と
も
各
期
保
険
料
３
０
０
円
と
室

内
温
水
プ
ー
ル
使
用
料（
当
日
券
・
回
数
券
・

半
年
券
・
１
年
券
等
）が
別
途
必
要
と
な
り

ま
す
。
 

申
し
込
み
　
４
月
９
日（
日
）午
前
９
時
〜
 

【
２
０
０
６
年
　
春
期

　
　
科
学
的
健
康
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
】

対
象
　
18
歳
以
上
の
男
女
 

期
間
　
４
月
下
旬
〜
７
月
下
旬（
３
か
月
＝
12

週
間
） 

 

教
室
日
　
毎
週
木
曜
日
　
13
回
 

昼
の
部
　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時（
90
分
間
） 

夜
の
部
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時（
90
分
間
） 

※
授
業
開
始
は
４
月
20
日（
木
）の
予
定
 

定
員
　
先
着
各（
昼
・
夜
）教
室
と
も
10
名
 

受
講
料
　
５
０
０
０
円
 

※
施
設
使
用
料
は
別
途
 

申
し
込
み
　
４
月
１
日（
土
）〜
 

【
春
期
テ
ニ
ス
教
室（
初
心
者
・
初
級
者
）】 

日
時
　
４
月
20
日
、
27
日
、
30
日（
日
）、
５
月

４
日
、
11
日
、
18
日（
全
６
回
）／
毎
週
木
曜

日
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時（
５
回
）・
日

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時（
１
回
） 

定
員
　
先
着
25
名（
初
心
者
・
初
級
者
） 

受
講
料
　
５
０
０
０
円
 

申
し
込
み
　
４
月
１
日（
土
）〜
 

■
申
込
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
 

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
事
務
室
受
付
へ
受
講

料
・
保
険
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
各
教
室
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）。
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し

込
み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

■
問
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
事
務
室
 

 
　
q
55
―
２
５
６
６（
代
） 

◎
室
内
温
水
プ
ー
ル
営
業
に
つ
い
て

時
間
　
平
日（
火
〜
金
）午
後
１
時
〜
午
後
８
時
 

　
　
　
土
曜
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
 

　
　
　
日
曜
・
祝
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
 

定
休
日
　
毎
週
月
曜
日
 

※
夏
休
み
期
間
中
は
利
用
時
間
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
 

◎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
体
育

館
の
営
業
に
つ
い
て

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分
 

休
館
日
　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
 

 　
 

　
労
働
基
準
監
督
官（
厚
生
労
働
省
職
員
）の

採
用
試
験
が
、
６
月
11
日（
日
）に
新
潟
市
で

行
わ
れ
ま
す
。
 

受
験
資
格
　（
１
）昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭

和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
　（
２
）昭
和

60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲

げ
る
も
の
①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者
②
人
事
院
が（
１
）に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
 

試
験
の
程
度
　
大
学
卒
業
程
度

受
験
申
込
受
付
期
間

　
４
月
３
日（
月
）〜
４
月
14
日（
金
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
は
除
く
） 

※
申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ
け
郵
送（
配
達

証
明
）に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
受
験
案
内
・
申
込
書
を
ご
希
望
の
方
は
、
１

６
０
円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
を
同
封
の
上
、
新
潟
労
働
局
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
 

申
込
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
９
５
１
―
８
５
８
８
 

　
新
潟
市
川
岸
町
１
‐
５
６

　
新
潟
労
働
局
総
務
部
総
務
課

 
　
q
０
２
５
―
２
３
４
―
５
２
６
２
 

 　
独
立
行
政
法
人
　
自
動
車
事
故
対
策
機
構

で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
へ
の
援
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

○
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金（
無
利
子
）貸
付

　
自
動
車
事
故
で
、
保
護
者
が
死
亡
あ
る
い

は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
っ
た
家
庭
に
対
し
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
、

国
の
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

○
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
重
度
の
後
遺
障

害
を
持
つ
た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が

必
要
な
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
独
立
行
政
法
人
　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
 

　
　
q
０
２
５
―
２
８
３
―
１
１
４
１
 

 

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
教
室
生
募
集
 

平
成
１８
年
度
 

 

「
労
働
基
準
監
督
官
」
採
用
試
験
 

 

自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
方
へ
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「生涯学習に関する市民の意識調査」 「生涯学習に関する市民の意識調査」 結果報告 結果報告 

生涯学習マスコット 
マナビー 

 

２月号に引き続き、教育委員会生涯学習課で平成１７年の６月に実施した「生涯学習に関する市民
の意識調査」の結果について報告いたします。 
今回は、「文化・芸術」「ボランティア活動」と「佐渡市への要望」についてです。 

◯若い世代は、特に「映画」の希望が多く、「ポップス」についての要望も高いです。中高年になると、「講演会」「落語寄席」
の希望が高くなっています。 

◯全体的に「していない」が多いです。男性はボランティア活動として「地域
の祭りや行事」で活躍している様子が分かります。なお、年代別では、４０
代に同様な傾向が見られます。 

No,3

【調査の概要】 
 ①　文化・芸術について  
 

②　ボランティア活動について 

【問】　あなたはこの１年間にどのようなボランティア活動をしましたか。 

【問】　文化会館（両津文化会館、佐渡中央文化会館、赤泊総合文化会館、各地区の施設）で
は、市民の教育、文化、及び芸術の発展のために毎年舞台芸術の公演を行っています。
あなたは今後どのような企画を希望されますか。 
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い
な
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演
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ポ
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民
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落
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寄
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ミ
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演
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狂
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映
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バ
レ
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演
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そ
の
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演
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落
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「生涯学習に関する市民の意識調査」 
③　佐渡市への要望について 
（１）事業の充実を要する年代 

【問】　あなたは、どの年代の事業を充実した方がよいとお考えですか。 

（２）学習に関する要望 

【問】　あなたが今後学習するとしたら、佐渡市に対してどのようなことを望みますか。 

（３）生涯学習の推進 

◯「熟年期（６４歳～）」の事業が一番多く、３１．５

％となっています。次に多いのが「壮年後期（４

１～６４歳）」の事業です。また、「幼児と親」「小

中学生」の事業も要望が高くなっています。 

◯「身近なところで学習できるよ

うにしてほしい」が男女ともに

最も高い要望で、特に女性は

37.1％を占めています。男性は、

「郷土の芸能や文化の伝承に

力を入れてほほしい」について

も高い要望となっています。 

◯ 「情報提供を活発に行う」が一番多く、５１．

８％を占めています。現在の生涯学習情報

が不足している実態が窺われます。また、「施

設の有効利用（学校を含む）」についてが次

に多く、３７．７％となっています。 

　　「広域での活動」については１９．３％でそ

れほど高くなっていません。 

【問】　佐渡市では、今後「生涯学習」の推進に努めていく考えですが、生涯学習活動がいっ
そう発展していくためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

※　これらの結果のほかにも記述内容を含め、数々の意見を頂戴いたしました。これらの貴重
な意見を「佐渡市の生涯学習推進計画」に反映できるように努めて参ります。
　意識調査についてのご協力、誠にありがとうございました。
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第
１
回
生
涯
学
習
推
進
本
部
会
議
 

　
２
月
20
日（
月
）、
第
１
回
生
涯
学
習
推
進

本
部
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
生
涯
学
習
推
進
本
部
は
、
生
涯
学
習
推
進

計
画
策
定
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
機
関
で
す
。

本
部
長
と
な
る
市
長
以
下
、
助
役
、
教
育
長
、

本
庁
各
課
課
長
等
に
よ
り
構
成
し
て
い
ま
す
。

市
の
生
涯
学
習
施
策
を
全
庁
的
な
視
点
か
ら

検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、
生
涯
学
習
推

進
計
画
の
策
定
に
お
け
る
、
大
も
と
と
な
る
機

関
で
す
。
 

　
第
１
回
の
会
議

で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
も
見
つ
か

り
ま
し
た
が
、
市

生
涯
学
習
課
で
は
、

今
後
も
計
画
の
策

定
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

　
第
１
回
　
佐
渡
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　記
念
講
演
会
 

　
２
月
22
日（
水
）、
金
井
の
能
楽
堂
に
お
い
て
、

新
潟
大
学
人
間

科
学
部
教
授
　

齋
藤
　
勉
先
生

の
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
講
演
会
は
、

佐
渡
市
の
生
涯

学
習
推
進
計
画

策
定
の
取
組
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

を
記
念
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
 

　
当
日
は
、
約
１
５
０
名
の
方
々
が
会
場
を
埋

め
尽
く
し
、
今
後
の
生
涯
学
習
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
聴
講
し
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
熱
心
な

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
し
ま
い
、
全
部
の
質
問
に
答
え
ら
な
い
ほ

ど
の
大
盛
況
で
し
た
。
 

　
市
民
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
一
日
で
し
た
。
 

 

連
携
交
流
ス
キ
ー
教
室
 

１
月
28
、
29
日
の
２
日
間
、
真
野
・
畑
野
・
新

穂
事
務
所
連
携
に
よ
る「
交
流
ス
キ
ー
教
室
」

が
、
上
越
市
安
塚
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ
レ
イ
・
ス

キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
53
名
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。
 

　
初
日
は
雪

の
降
る
、
あ
い

に
く
の
天
気

に
な
り
ま
し

た
が
、
翌
日
に

は
青
空
が
広

が
り
、
参
加

し
た
子
ど
も

た
ち
は
ス
キ

ー
教
室
で
ス

キ
ー
を
学
ぶ
ほ
か
、
広
い
ゲ
レ
ン
デ
で
思
い
切

り
雪
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
安
塚
地
区
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
が
行
な
わ
れ
、
雪
上
の
旗
を
取
り
合

う「
ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
」な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。
 

 

畑
野
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
 

　
２
月
19
日（
日
）、

畑
野
母
子
健
康

セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
親
子
ク
ッ

キ
ン
グ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
保

育
園
の
年
少
以

上
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
合
わ

せ
て
16
名
が
参

加
し
て
４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
普
段
か
ら
家
で
お
手
伝
い
を

し
て
い
る
ら
し
く
、
上
手
に
包
丁
で
野
菜
を
切

り
刻
ん
だ
り
だ
ん
ご
を
こ
ね
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

 

「
さ
わ
た
芸
能
祭
」
 

　
２
月
26
日（
日
）、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

を
会
場
に「
さ
わ
た
芸
能
祭
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
勢
19
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
充
分
に
発
揮
し
、
個
性
あ
ふ
れ
る
演
技
に

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
島
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
も
芸

能
祭
が
行
な
わ
れ
、
他
の
地
区
へ
掛
け
持
ち
で

出
演
す
る
団
体
も
あ
り
、
出
演
者
、
観
客
か
ら

は
、「
合
同
で
行
な
え
ば
？
」「
日
程
を
ず
ら
し

て
は
？
」
と
の

声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。
来
年

度
以
降
は
他

の
地
区
と
の
連

携
を
図
り
な

が
ら
、
魅
力
あ

る
芸
能
祭
に

し
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

図書館だより  
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図書館 だより  図 書 館 だ よ り  知　識 

佐渡市図書館・図書室の利用方法が変わります　 №2
佐渡市立図書館（金井・さわた･真野・小木）と、地区公民館図

書室（両津・相川・新穂・畑野・羽茂・赤泊）に、図書の貸出・返

却・検索のための新しいシステムが導入され、18年4月から利用

方法が変わります。 

 
★利用者カードが変わります 

・テレホンカードより一回り大きいサイズのカードに、利用者の情

報を入力します。貸出の際、カードの表面にその日借りた本の書

名・返却期限が印刷されます。カードの表面の記録は、利用する

たびに、情報が更新されます。現在借りている本・冊数・返却期

限などが確認できます。 

◎本を借りるときは、必ず利用者カードをお持ちください。お忘れ

になると貸出できなくなります。 

・1枚のカードで佐渡市の全図書館・図書室の本を、ひとり10冊

まで、２週間借りることができます。 

　 
★初めて利用するときに登録が必要です 

・18年4月以降の最初の利用時に、各図書館・図書室の窓口で利用登録用紙に、住所･氏名・電話番号な

どをご記入ください。 

すでに各図書館の利用者カードをお持ちの方も、再度登録していただきます。 

（各図書館の利用者カードをお持ちの方は、身分証明書等の提示は必要ありません） 

 

・新しいシステムでは、予約した本の到着などの連絡を、Eメールで受け取ることができます。メールに

よる連絡を希望する方は、パソコンあるいは携帯電話のメールアドレスを登録ください。 

　メールアドレスの登録がない場合、電話等での連絡になります。 

 

佐渡市立図書館　休館のおしらせ 
 　機器の設置および運用テストのため、次の期間、市内の全図書館（金井・さわた・真野・小木）を休館しま

す。利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、なにとぞご理解ください。  

期　間　3月27日（月）～4月3日（月） 

※休館期間中、図書の貸出はしませんが、返却は可能です。 

　くわしくは教育委員会生涯学習課（q27-4181）または金井図書館

（q63-2800）までお問い合わせください。 

 




